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昨
年
初
春
か
ら
全
国
に
拡
大
し
て
い
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

り
、
亡
く
な
ら
れ
、
健
康
を
害
さ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
。

ま
た
、
感
染
者
の
治
療
や
感
染
防
止
対
策
に
全
身
全
霊
を
捧
げ
て
お
ら
れ
る
医
療

従
事
者
、
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
皆
様
に
敬
意
を
表
す
る
。 

我
が
国
の
労
働
災
害
は
、
関
係
者
の
努
力
に
よ
り
、
長
期
的
に
減
少
し
、
昨
年

の
全
産
業
に
お
け
る
死
亡
災
害
は
三
年
連
続
で
過
去
最
少
と
な
っ
た
。
一
方
、
休

業
四
日
以
上
の
死
傷
災
害
は
、
平
成
十
四
年
以
降
で
最
多
と
な
っ
て
い
る
。
高
齢

者
の
労
働
災
害
が
年
々
増
加
し
、
転
倒
災
害
や
墜
落
・
転
落
災
害
な
ど
が
依
然
と

し
て
減
少
し
て
い
な
い
中
で
、
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
罹
患

に
よ
る
労
働
災
害
も
多
数
発
生
し
て
い
る
。 

労
働
者
の
健
康
を
め
ぐ
る
状
況
は
、
一
般
健
康
診
断
に
よ
る
有
所
見
率
が
年
々

増
加
し
、
仕
事
や
職
業
生
活
に
関
す
る
強
い
不
安
、
悩
み
又
は
ス
ト
レ
ス
を
感
じ

る
労
働
者
は
半
数
を
超
え
て
い
る
。
ま
た
、
化
学
物
質
に
よ
る
職
業
性
疾
病
の
防

止
対
策
や
、
病
気
を
抱
え
た
労
働
者
の
治
療
と
仕
事
の
両
立
は
引
き
続
き
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
。 

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
全
社
的
な
安
全
衛
生
活
動
や
、
安
全
衛
生
意
識
の
醸
成

が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
中
で
、
前
述
の
課
題
を
克
服
し
て
い
く
た
め
に
は
、

Ｄ
Ｘ
に
代
表
さ
れ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
に
取
り
入
れ
、

活
か
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
リ
ア
ル
と
リ
モ
ー
ト
を
適
切
に
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
、
効
果
的
な
安
全
衛
生
教
育
を
推
進
し
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
や

危
険
予
知
活
動
な
ど
を
職
場
の
実
態
に
応
じ
て
柔
軟
に
、
か
つ
的
確
に
実
施
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
初
め
て
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で
開
催
す
る
今
回

の
東
京
大
会
が
、
そ
の
よ
う
な
新
た
な
活
動
の
契
機
と
な
り
、
経
営
ト
ッ
プ
の
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
に
、
活
動
が
全
国
に
拡
が
っ
て
い
く
こ
と
を
希
求
す
る
。 

 

労
働
災
害
の
な
い
、
安
心
し
て
働
け
る
職
場
環
境
を
実
現
す
る
こ
と
は
、
全
て

の
働
く
人
、
全
て
の
国
民
の
願
い
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
労
働
災
害
に
よ
る
犠
牲
者

を
こ
れ
以
上
出
さ
な
い
と
い
う
決
意
を
新
た
に
す
る
と
と
も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
に
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
を
誓
う
。 

 

右
、
宣
言
す
る
。 

 

令
和
三
年
十
月
二
十
七
日 

 

第
八
十
回
全
国
産
業
安
全
衛
生
大
会 


